







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所名　つぼみの広場ドリーム2
担当者　後藤・竹内



Ａ環境面


・バリアフリー面に課題が残る。


・個室部屋の確保が難しい。





Ｂ児童への支援内容


・支援内容に関しては満足しているという意見が多い。


・他児童との交流はあまり求めていない。





Ｃ事業所からの情報発信


・事業所からの情報は概ね伝わっていた。


・コロナ禍で保護者会があまり機能していないことがあった。





Ｄ非常対応


・マニュアルがあるのかわからないという意見があった。


・避難訓練の実施の周知があまりなされていないという意見もあった。








Ａ環境面


・バリアフリー面に課題が残る。


・職員の配置はちょうどよい。





Ｂ児童への支援内容


・支援内容に関しては適切にできている。


・事務的な情報共有ができていないことがある。





Ｃ関係機関との連携


・関係機関との連携ができているか分からないという意見が多い。


・コロナ禍なので少ない。





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・保護者との信頼関係は良好である。


・説明も適宜行われている。


Ｅ非常対応


・適切に行われている。


・マニュアル等を会議で共有できている。





令和3年度　　　　　　　　





事業所自己評価シート　　　　　　　　





職員による自己評価





保護者による評価








【共通点】


・バリアフリー面では制約があるもの、支援に関しては満足してもらえている評価である。


・保護者との関係も良好で、引き続き保っていきたい。





【相違点】


・保護者への活動の周知方法で、広報紙で写真等を多く載せながら紹介していく必要がある。


・避難訓練の実施を広報紙で伝えていたがあまり伝わっていなかった。そのため連絡帳や


広報紙で引き続き保護者へ伝えていく。












































事業所内での分析











分析・検討してみて…








・保護者へ活動内容等を広報紙に載せているが伝わりが少ない


・会議等で支援マニュアルや専門機関との共有事項が詳しく伝わっていない


・保護者へ避難訓練の実施等の周知方法を考えていく。








・利用者への支援に関して満足している。


・保護者との関係も良好で事業所の活動についても理解を得られている。


・支援者間の情報共有も適切にできている


・利用者も通所を楽しみにしている。





事業所の強み





事業所の改善点











・保護者へ広報紙等で活動内容を伝えているが、伝わっていない部分もあるので


写真等を多く載せることで活動内容を伝えていく。


・会議等で支援方針や支援方法、専門機関のアドバイスを伝えていく。


・連絡ノートや保護者との面談時に日々の様子を伝えながら、引き続き良好な関係を築いていく。


・避難訓練の実施を伝える方法を考えていく。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


　日々の支援内容や保護者との良好な関係を築けている等、良い評価の方が多いのでその部分に関してはさらに向上していく。活動内容の周知方法や避難訓練の実施の伝え方等改善すべき点を会議等で話し合い、良い支援につなげていきたいと思う。








